
「里小学校の史跡紹介の取組」 

１．学校名 薩摩川内市立里小学校 

２．学年・人数 ５・６年生 10人 

３．日時・場所 

⑴ 日 時 

５月～10月 

⑵ 場 所 

里小学校及び里小学校区内 

 

４．活用に取り

組んでいる史跡

の名称・時代・特

徴について 

⑴ 一の段（亀城跡）（いちのだん（かめじょうあと）） 

実際に城があったわけではないが，中世の山城跡として保存されてい 

る。現在は旧里村の戦没者慰霊碑が設置されている。 

⑵ 武家屋敷群（ぶけやしきぐん） 

家の周りの玉石垣など，中世の武家屋敷の跡が多く残っている町並みが 

保存されている。 

 

５．活用の取組

において地域と

の連携や工夫し

た点等 

ふるさと・コミュニケーション科の学習において，他校の子供たちに自分

の校区について紹介する活動を行う。その際，歴史や産業，自然といった視

点で紹介するため，歴史の中で史跡を扱っている。また，調べ学習の際は，

地域の有識者をお招きして話をしてもらっている。 

 

６．取組の様子 

（研究発表等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

・ 普段見ているものが，歴史のあるものだということがわかってすごいな

と思いました。 

・ 里の町にも武士が住んでいたのだなということがわかって，おもしろい

なと思いました。また，歴史的なものが残っているので大切にしていかな

ければいけないなと思いました。 

・ 里の歴史についてほかの学校の友達にも知ってもらうことができてうれ

しかったです。自分も知らないことがあったので，○○さんに教えてもら

ってよかったです。もっともっと里のことについて知りたいなと思いまし

た。 

 

  子供たちが作ったスライド     

 地域の方に話を聞く様子      

〔史跡の活用事例〕 


